
土佐市の大綱まつりは、伝統工芸品でもある「土佐和紙」の大綱を南北に分かれて引き
合う豪快な祭りです。江別地区市民まつりでも、土佐市から贈られたこの大綱を引き合
う土佐大綱引きが恒例行事となっています。

大海原を悠々と泳ぐクジラ。５月から 10 月にかけて
ホエールウォッチングを楽しむことができます。

温暖な気候を利用して土佐文旦や小夏な
どの柑橘類のほかスイカ、なし、ブドウ
などの果物の栽培が盛んです。

温
暖
な
気
候

黒
潮
の
海

ま
つ
り
の
熱
気

土佐市

カツオ漁の盛んな土佐は、土佐
鰹節発祥の地となっています。

江別市 土佐市

121,042 人
人口     
(H25.5.1)

28‚707 人

54,813 世帯
世帯数
(H25.5.1)

12‚305 世帯

187.57k㎡ 面積 91.59k㎡

キク
ナナカマド

市花
市木

ユリ
イチョウ

7.5℃
平均気温

（H20～ 24）
16.5℃

976.3mm
平均降水量
（H20～ 24）

2,842.1mm

江別市と土佐市　基礎データ

　

北
と
南
で
交
流
を
深
め
て
き
た
江
別
市
と
土
佐
市

は
今
年
で
友
好
都
市
提
携
35
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

今
月
は
友
好
都
市
土
佐
市
と
歩
ん
だ
こ
れ
ま
で
と

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特
集土

佐
市
と
の

友
好
都
市

提
携
35
周
年

　

高
知
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
土
佐

市
。
平
野
、
山
、
川
、
海
と
変
化
に
富
ん

だ
地
形
と
豊
か
な
自
然
環
境
が
さ
ま
ざ
ま

な
産
業
・
文
化
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
温
暖
な
気
候

を
活
か
し
た
メ
ロ
ン
や
ス
イ
カ
な
ど
の
施

設
園
芸
が
行
わ
れ
、
中
山
間
部
で
は
柑
橘

類
の
栽
培
が
盛
ん
で
す
。

　

そ
の
他
、
仁に
よ
ど淀
川
の
豊
か
な
水
を
利
用

し
た
製
紙
工
業
や
黒
潮
が
運
ぶ
水
産
資
源

を
活
か
し
た
沿
岸
漁
業
、
水
産
加
工
業
な

ど
多
彩
な
産
業
が
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
南
部
の
横
浪
半
島
は
県
立
自
然

公
園
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
美
し
い
景
観

な
ど
が
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
産
業
の
発
展
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

主要産業の一つとして発展した製紙
業。昔ながらの製法による和紙作り
も行われています。

豊
か
な
水
産
物

受
け
継
が
れ
る
伝
統

【
土
佐
市
の
紹
介
】



35
年
間
の
交
流
の
歴
史

　

土
佐
市
は
昭
和
51
年
に
市
制
施
行
20
周
年
を

迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
友
好
都
市
構
想
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。
友
好
都
市
提
携
先
を
選
定

す
る
に
あ
た
っ
て
、
①
と
も
に
製
紙
業
が
盛
ん

な
こ
と
、
②
市
制
発
足
当
時
の
人
口
が
同
規
模

（
３
万
人
台
）
だ
っ
た
こ
と
、
③
南
と
北
の
対

照
的
な
位
置
に
あ
る
こ
と
を
勘
案
し
て
江
別
市

を
候
補
市
と
し
て
考
え
、
昭
和
52
年
11
月
に
土

佐
市
か
ら
江
別
市
へ
北
と
南
の
衛
星
都
市
（
土

佐
市
と
高
知
市
、
江
別
市
と
札
幌
市
の
関
係
）

で
交
流
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

江
別
市
で
は
、
昭
和
53
年
に
開
基
100
周
年
記

念
事
業
を
予
定
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
土
佐

市
と
の
友
好
都
市
提
携
を
行
う
こ
と
を
決
め
、

昭
和
53
年
７
月
15
日
友
好
都
市
提
携
の
調
印
を

行
い
ま
し
た
。

　

以
来
35
年
に
渡
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
続

い
て
い
ま
す
。

友好都市提携 10 周年を記念して行われたバ
レーボール交歓試合。
江別第三中学校と高岡中学校の生徒がスポーツ
で交流を深めました。（昭和 63 年度）

板原 伝
つたえ

土佐市長（左）と山田利雄江別市長（右）
による調印式の様子。（会場：江別市民会館）

江別市内で開催された土佐市物産展の様子。板原
土佐市長も駆け付け、特産品をＰＲ。文旦や鰹の
加工品などが飛ぶように売れていました。（平成
23 年度）

主な交流事業 内　　　容 開始年度

市長相互訪問 周年行事に相互訪問 昭和
53 年度

小中学生国内研
修交流事業 小中学生の相互訪問 平成

5年度
宇佐小学校
江別小学校

姉妹校調印
ビデオレターや作品の交換

昭和
59 年度

高岡中学校
江別第三中学校

姉妹校調印
手すき和紙の卒業証書と白樺
コースターの交換

昭和
60 年度

学校給食 土佐市の文旦が学校給食に登場 平成
16 年度

主な交流事業 内　　　容 開始年度
土佐市江別会
江別市土佐会の発足

物産交流やまつりでの市民
交流

昭和
53 年度

大綱まつり 江別地区市民まつりで土佐
の大綱引きを実施

昭和
58 年度

土佐ライオンズクラブ
江別ライオンズクラブ

友好クラブ調印
周年行事に相互訪問

昭和
61 年度

土佐市中央公民館
江別市大麻公民館

姉妹館調印
両市民展用の作品交換

昭和
61 年度

土佐郵便局
野幌郵便局

姉妹局調印
レタックスや広報紙の交換

平成
元年度

土佐市文化協会
江別市文化協会

文化祭相互訪問
作品交換

平成
２年度

土佐市職員労働組合
江別市職員労働組合

友好調印
やきもの市で土佐市の特
産品販売

平成
12年度

友好都市土佐市コーナー
グレシャムアンテナショッ
プに土佐市の特産品コー
ナーを設置

平成
16 年度

土佐市物産フェア 土佐市の特産品を江別市で
販売

平成
18 年度

平成 2年から続く両市文化協会の交流文化祭。
演舞や演奏などを通して交流を深めています。
写真は交流祝賀会の様子。（平成 24 年度）

スポーツ交流

文化交流

経済交流

調印式

特集　土佐市との友好都市提携 35周年

市役所・学校などの交流

市民団体・企業などの交流



明
日
に
繫
が
る
思
い
出

　
　
　
　
小
中
学
生
相
互
交
流

　

江
別
の
将
来
を
担
う
人
材
と
し
て
成
長
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
平
成
５
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
小
中
学

生
国
内
交
流
研
修
事
業
。
20
年
に
お
よ
ぶ
交
流
は
子
ど

も
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
宝
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

　

（平成 5年度参加）
江別市小中学生国内交流研修事業 20 年記念誌
より転載

「20年前」－　農業　福田　雅彦さん

特集　土佐市との友好都市提携 35周年

　

（平成 24 年度参加）
江別市小中学生国内交流研修事業集録「ぶんた
ん」より転載

「土佐市での驚きは一生の
価値」－ 野幌中学校 大岩 詩乃さん（写真左）



違
い
を
活
か
し
て
助
け
合
う

　
　
　
　
　
　
災
害
協
定
の
締
結

【
８
月
２
日
に
協
定
を
締
結
】

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
被
災
の
な
い

地
域
か
ら
の
災
害
情
報
や
支
援
物
資
の

提
供
を
は
じ
め
、
災
害
対
応
に
係
る
人

的
支
援
や
避
難
者
の
受
け
入
れ
な
ど
、

同
時
に
被
災
す
る
可
能
性
が
低
い
遠
隔

地
と
だ
か
ら
こ
そ
相
互
に
有
効
な
応
援

体
制
を
築
け
る
点
か
ら
、
災
害
時
の
相

互
応
援
協
定
を
締
結
す
る
自
治
体
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

　

昭
和
53
年
か
ら
友
好
関
係
を
築
い
て

き
た
江
別
市
と
土
佐
市
は
友
好
都
市
提

携
35
周
年
を
迎
え
る
の
を
契
機
に
、
大

規
模
災
害
時
に
求
め
ら
れ
る
両
市
相
互

の
連
携
支
援
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に

向
け
、
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

支
援
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、食
糧
・

飲
料
水
や
避
難
生
活
で
の
必
需
品
や
支

援
物
資
な
ど
の
提
供
や
災
害
対
応
に
必

要
な
職
員
の
派
遣
、
資
機
材
の
提
供
の

ほ
か
避
難
者
の
受
け
入
れ
や
情
報
共
有

な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　

南
国
の
土
佐
市
と
北
国
の
江
別
市
。

環
境
や
気
候
風
土
の
違
い
や
災
害
の
特

色
が
異
な
る
両
市
だ
か
ら
こ
そ
共
に
学

び
合
え
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
特
性
を

生
か
し
て
相
互
に
支
え
合
う
取
り
組
み

が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
災
害
時
相
互
支
援
協
定
に
よ
る

支
援
活
動
が
実
際
に
行
わ
れ
る
災
害
が

起
こ
ら
な
い
こ
と
を
望
み
ま
す
が
、
相

互
の
協
力
体
制
を
確
認
し
合
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
準
備

体
制
を
整
え
て
い
く
こ
と
で
、
こ
れ
か

ら
も
ま
す
ま
す
両
市
の
友
好
関
係
が
深

ま
り
、
末
永
く
続
い
て
い
く
こ
と
を
念

頭
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
土
佐
市
を
身
近
に
】

　

距
離
的
に
は
遠
く
離
れ
て
い
る
土
佐
市
で
す

が
、
友
好
都
市
と
し
て
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
交

流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
35
周
年
を
迎
え
る
今
年

も
８
月
２
日
㈮
に
土
佐
市
か
ら
板
原
市
長
を
は
じ

め
10
数
名
の
訪
問
団
が
来
江
し
、
江
別
地
区
市
民

ま
つ
り
（
詳
細
P
９
）
の
「
土
佐
大
綱
引
き
」
に

も
参
加
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
江
別
市
民
と

の
交
流
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰
は
土
佐
市
の
物

産
販
売
会
が
ト
ン
デ
ン
フ
ァ
ー
ム
（
元
野
幌
968
‐

５
）
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
普
段
味
わ
う
事
が
少
な
い
土
佐
市
の

特
産
品
を
購
入
で
き
る
場
所
と
し
て
グ
レ
シ
ャ
ム

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
（
東
野
幌
町
３
‐
３
☎
385
‐

６
０
５
６
）
に
土
佐
市
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
つ
り
で
の
交
流
や
特
産
品
を
通
し
て
、
皆
さ

ん
も
土
佐
市
を
身
近
に
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
？　

特集　土佐市との友好都市提携 35周年

友
好
都
市
に
関
す
る
詳
細

企
画
政
策
部
秘
書
課 

☎
381
‐
１
０
０
８

【
協
定
の
内
容
】

【
異
な
る
環
境
だ
か
ら
こ
そ
】

災
害
協
定
に
関
す
る
詳
細

総
務
部
総
務
課
（
危
機
対
策
・
防
災
担

当
）
☎
381
‐
１
４
０
７


